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一年 間 （1 月 1 日〜 12月31日） の 研 究動 向 を正確 に 反 映 し ， 評価 をする事
は ， これ まで 多 くの こ の 欄の 担 当者 が触 れて い た よ うに ， 至 難の 技 で ある 。 そ こ
で ， 個 々 の 学会関係 論文 の 網 羅的 読破 は は じめか ら諦め ， 私 自身の 関心 に重点 を
おい て検討 させ て い た だ くこ とにする 。 学会が ち ょ うど去年四 十周 年 を迎 えた 。
また ， 子 どもの 減少 に よる教 育学部 リス トラ の急激な進行 な どで 教育学 （史）の
世界 も明 らか に 「時代 の 曲 り角」 に来て い る 。 こ れ らの 要因 も関係 して か ， 去年
は研究方法論の 議論が 目立 っ た 。 そ こ で こ こ で は ， 独 断気味で は あるが ， 研究方
法論論議 を重 点的に と り上 げた い 。
　 また ， 近 代関係 に つ い て は 「著書」 の み を検討す る 。 特 に数 量 が圧倒 的 に多い
近 ・現代 関係の モ ノ グ ラ フ は ， 細 緻 「す ぎる」 もの が 多 く，専 門領域が 離れ て い
る者に と っ て は ， 全 体像が つ かみ に くい 場合が 多い 。 今 回 と る や り方 は ， 必然 的
に若い 研究者の 有望 な研究 を無視する事に なる が ， そ うい う研究 は数年後 に必ず
そ れ ぞ れ の 領域 で 注 目され る だ ろ うし， 関連分野 の 研 究者 には ， すで に注 目され
て い る と思 う。 なお ， 他方で 日本教育史 プ ロ パ ー で は ない 研 究者 の i著書 を意識的
に紹介 し た 。
　私 は 一応 ，江戸 時代 の 研究 を中心 とし て い る 。 近代教育史研 究者担 当の 最近の
こ の 欄 で ，私 自身が は じめ て 明 らか に した と思 っ て い る着想 につ い て ， 他 人が は
じめ て 明 らか に した かの よ うに書か れ ， 良い 気持 ちが しなか っ た 。 こ うい う認 識
の ままで 将来の 研 究史は 書か れ て い っ て し まうと思 っ たか らで ある 。 本質的 に競
争的側面 を有す る研 究者 に と っ て ， オ リ ジ ナ リテ ィ の 尊重 や プ ラ イ オ リテ ィ の 問
題 は特 に 重要 だ ろ う。 『「援 助」教 育 の 系 譜』 （渡辺 　弘編 ， 川 島書店 ）の 中の
「貝原益軒　　 『大和俗訓」に み る 「自得」の 「すすめ」 と して の 教育」 は ， 引用
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や参照 リス トをほ とん ど 『益軒全集』で埋 め て い る が ， 私 の 著書中の 関連論文
「貝原益 軒の 教育観」に は ， 全 く触 れて い ない 。 単な る ケ ア レ ス ミス なの で あろ
うか ， 別の 配慮が あるの で あ ろ うか 。 ともあれ ， 特 に数の 多い 近代教育史関係業
績 につ い て ， 「著書」の み に限っ た として も ， 自分 自身の 無知 の ため に評価を誤
る恐れが多い 。 問題があれば， ご通知 い ただ きた い 。 次善の 償い として ， 少 なくと
も私 の ホー ム ペ ー ジ （http：／／kasakago．ed ．kanazawa − u ．ac ．jp／index．htrn1／，　E メ
ー ル
， iemori＠kenroku．kanazawa・u ．ac．jp）「日本教育史会議室」で ， その 通知 の 主
要部分 を公 開 し， それ な りの 対応 を した い 。
1 ． 研 究の 現状 ・ 方法論論議
　は じめ に 『教 育史学会　四 十周年記念誌』の ， こ こ20年間の 研究史の叙述 につ
い て 言及 す る 。 まず ， 古代 ・申世 や 近 世 につ い て は ， 原 文の 引用 まで し ない が
（古代 ・中世 は大戸安弘 ， 近世 は梅村佳代が そ れ ぞれ 担 当）， 研究状況が 活発に な
っ て い る事が 期待 の 意味 も込め て 述べ られて い る 。 しか し ， こ れ らの 分野の 指導
者が少 ない 事か ら考える と， 研究の 量 は ともか く， 質の 深化 が あるの か は ， 慎重
に考 えるべ きだ ろ うと思 う。 次に ， 「教 育史研 究 の 課題 と方法」 の シ ン ポ ジ ウ ム
で ある が （内容 は 『記念誌』参照 ）， 私 も参加 し発 言 も した が ， 少 な くと も教 員
就 職率の 激減 に よ る教育学部の 危機が ，教 育史研 究 に 与える で あろ う甚大 な影響
に対す る真剣 な議論 な どは ， 迷惑 と思わ れ た よ うで あ る （今 度 の 「教免法」の 改
訂 が教職関係 に は 有利だ か ら と高を括 っ て い る の で あろ うか ？）。 そ うだ とす れ
ば ， か な り時代錯誤的な催 しで あ り， 主催者が 期待 して い た 若い 世代 の 発言が ほ
とん ど無 か っ た の も， こ うい う状況 を よ く実感 して い る彼 らに ， 戸 惑い を与 えた
一面 もあ っ た の で は ない か と思 う。
　藤 田英典 ほか 『教育学年報 6　　教育 史像 の 再構 築　　』 も ， 教 育 史研 究論 を
特集した 。 佐藤秀夫 「教育史研 究の 検証」で は ， 著名 な 「学 制序 文」が ， 正 式に
は 「明 治 5 年太政官布告 　第二 百十 四 号」 と呼ば れ るべ きで あ り， 「学制初発 の
全109章が ， 従 来の い かなる 教育史料集に も 『正確 に』収録 され て い ない 」 こ と
を知 らされ驚 く。 土方苑子 「都市教育史試論」で は ， 東京の 私立小 学校の 長期間
の 存続 の 理 由 （低額 授業料）を詳細 に知 らされ ， 勉 強に なっ た 。 羽 田 貴史 「戦 後
教育史像の 再構成」 は ， 従来の 主張 どお りなが ら ， 「戦後教育改革は…戦後経済
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の 再生 産軌道が成立 して きた1955年以前に は完了す る こ とは なか っ たで あろ う」
とい う主張に頷 い て しまう。 橋本淳治 ・板倉聖 宜 「明治初期の 洋風 小学校 の 建設
とその 思想 史的 ・経済史的背景」 に は ， 当時の 養蚕先進県 と洋風小学校の 関連が
浮か び あが り感心 した 。 た だ し， こ の 年報 の 一 号で ， 厂実証 を超 える教育史の 方
法の 必要性」 を提唱 し ， 物議 をか もした編集担当の 片桐芳雄が ， 韓国出張期間 と
責任編集期間が 重 な り， 詳細 に 自説を展 開で きなか っ た の は残念で ある。 しか し，
「史料 に もとづ き実証する とい うこ とが ， 明確 な課題 設定抜 きにア ・プ リオ リ に
先行 す る」事 を警告す る 当人の 意図 は ， 明 らか に 日本 の 今 ・現代教育史研究の現
状 にか な っ て い る 。 史料 に 「惑溺」す る危険 性は ， そ の 史 料 の 質 に 関わ らず，あ
る 段階以 上 に い たる と中毒する よ うな習性 を持 っ て い る もの が 研 究者 を志す傾 向
が 強い 。 片桐 に批判 され て い る よ うな種 類 の 論文 の 執筆者 は特 に ， 率直に真意 を
汲み取 るべ きで ある 。 なお， こ れか らは ， 執筆者を協同編集者の 外 に多 く求 め る
とい う。 ある友人 も言 っ て い たが ， こ の 『年報』の 著者を一 瞥 して ， 著者 ・編集
者 に東大出 身者色が 強す ぎる と思 う。 そ の 事 へ の 自覚は あ ろ うが ， 将来の 路線 の
選択 も注 目され る。 日本教 育学会第55回大会 の 際の 辻本雅 史報告 「方法 と して の
日本 近 世教 育史」 （『教 育 学研究 』64− 1） もあ っ た 。 そ こ で は ， 「近世 日本 とい う
の は
， 非近代 ・非 ヨ ー ロ ッ パ で あ る とい う点 で ， こ れ まで の 教 育学 の 枠組み や そ
の 『外部』に他 な らない 。 私が とる歴 史学 の 方法 とは ， 距 離 を と っ た 『外部』か
らの 目で ， 今の 教育と教 育学 を見 る こ とで ある 。 …次の 時代 に あ るべ き教 育の 何
か が展望で きる と （少 な くとも私が）考 えて い る わ けで は な い 。 」が 主 旨で あ る
よ うだ 。 正 直と言 えば言 える が ， もう少 し積極 的な何 か ， た とえば ， 学習社会の
到 来 と の 関係 ， 管理 社 会 を批 判す る観点 ， 厂時間」 の 考え方な ど を提起 して ほ し
か っ た 。
　中内敏夫著作集の 出版 が始 ま っ た 。 中内が 精力的 に社会史的教育史 を開拓 して
い る事 は よ く知 られ て い る 。 この 第一 回配 本の 『中内敏夫著作集 ll　 匿名の 教育
史』（藤原書店）で は ， 「学校官僚 む け教養の 供給 とい う枠 内で その 精緻 さを競 っ
て い る もの よ うにみ える 」（序論） と従 来の 日本教育史へ の 挑 戦 を公 言 して い る 。
ア ナ ール 派 な どに着想 を得た 中内の 着眼 は ， 第 5章 「新学校史 の 社会過程」の よ
うに史実の 一 側面 を鋭 く照 ら し出す場合 も多い 。 また ， 関係史料や研究書の 発掘
の 努力 に も驚か され る 。 しか し ， 実証 の プロ セ ス が 曖昧な事が 多 く， 根拠不 明あ
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るい は誤解の まま印象的に思 い 込 ませ る よ うな文章も散見す る。 紙幅の都合 もあ
り詳細に論 じない が ， 私 に は古い もの だが 中内批判 を中心 と した論文が ある 。 現
在で も通用 す る部分が多 い と思 う。 参照願 えれ ば幸い で ある 。 （「三 枝博音氏 の 日
本教 育思想史理解 とそ の 影響〈 1 ＞）」『研究室紀要』〈 東大教育学部教育史教育
哲学研 究室 〉 第 4 号 ， 及 び 「三枝博 音氏の 日本 教育思想 史理解 とその 影響」＜
ll＞ 『東京大学教育学部紀 要』第17巻）
　 なお ， 『地方教育 史研 究』 18号 に は ， こ れ まで 数 々 の 研 究史の 整理 や提言 を し
て きた入江宏の 「地方教育史研 究の 現状 と課 題」が あ る。 こ こ で は ， 80年代 くら
い か ら，地方史研 究で 社会史や文化史の 比 重が増 して い る事 を指摘 し ， 96年 に完
成 した 『世 田 ヶ 谷区教育史』の 達成を高 く評価 して い る 。
2 ． 日本教育史研究者の研 究
　（1） 古代 ， 中世
　服藤 早苗 「童殿 上 の 成立 と変容」上 ， 下 （『史学』66巻 4 号 ， 67巻 1号 ）は ，
御蔵小舎人 と殿上 童の 違 い を指摘 し ， 童殿上 の 制度を王朝国家の 変遷 との 関係で
詳細 に追 求 して い る 。 高級貴族 の 育て られ 方の 一面が 明 らか に な りつ つ ある 。
　高 山由紀 『中世 興福寺維摩会 の 研 究』 （勉誠社 ） は ， 南都随一 の 「法会興 福寺
維摩会」 の 全 体構造 と僧 侶 教 育 に おい て 重 要 な意 味 を持 っ た事 を追求 して い る 。
しか し， こ の シス テ ム の 中で 学侶 が何 を学 び ， そ の 成果が どの よ うな社会的意味
を持 っ たかへ の 言及があ まりない 。 阿部崇敬 『芸道の 教育』（ナ カ ニ シヤ出版）で
は ， 論理 や 言語 能力 とは違 っ た感覚 的 ， 技 能的教育の 世界 を追求する 。 「伝統教
育の 再認識」 を多方面 か ら追求 し ， 教 わ る事 も多 い 。 しか し ， 「は じめ に」で 引
か れた将棋 の 羽 生 善治 も ， コ ン ピ ュ ー タで 徹底 的 に 自己 訓練 し た と聞 く。 「近代」
の 根底 に ある シス テ ム の 論理 と現 実 は ， そ れだ け強靱 で あ る こ とも踏 まえるべ き
で あろ う。
　なお ， 私が知 らない だ けか もしれ ない が ， 原 始時代の 教育史 （historyとは厳密
に は言 えない が ）研究者が ，
一人二 人 は必要で ある と思 う （某氏が 強い 関心 を も
っ て い る事 は知 っ て い る が ， あ くまで 余業 ・副業で あ ろ う。）。
　（2） 近世 （含む幕 末 ・ 維新）
　こ の 時期の 研 究 は ， 昨 年の こ の 欄 の 担 当者 ， 水原 克 敏 に よ っ て ， 「噴火 は静 ま
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りつ つ ある よ うに み える 」 と皮 肉られ て い る 。 数年前に 「噴火」 と言 っ た近代教
育史専門の 本人 は ， 期待 を述べ た まで で あ る。 が ， 客観的 には水原の 言 う通 りだ
ろ う。 研究者の 少ない 現状で は ， た また ま 「噴火」が あ っ て も， 長続 きは しそ う
にない 。
　高木靖文 「近 世大名家 の 教育 に お ける 『奥』 『表』関係の 成立 と発達 に 関す る
比 較制度史的研 究」 （平成 7 ， 8年 度文部省科研 費報告書） は ， 主 と して 尾張徳
川家の 「御小納戸 日記」 を使 い ， 大名家の 私的教育の 実態 を解明 して い る 。 今 ま
で の 武士教育研究の 盲点 とも言 える部分で ， 他藩 との比 較的検討 もあ り， 今後の
深 化 が期待 され る 。 佐藤環 「東海 道に お け る諸藩数学関係学科 の 概観」 （『岡 山女
子短期大 学紀要』第20号）で は ， 幕末の 人 材観 の 変化 を検証す る 目的 で 当該藩校
の 数学教育 の 実態 （主 と して 和算 か ， 洋算 か）の 把 握 を始 め て い る 。 川本 亨二
「近 世 庶民 の 算数教 育 に み られ る 和 算家像」（日大教 育学会 『教 育学雑誌』31）
は ， 和算家の 秘密主義や 難問主義を ， 庶民 教育へ の 貢献が少 なか っ たとい う観点
か ら問題 に し， 実証 して い る 。 菱 田隆昭 「玉松堂 にお ける寺子屋教育 の 一 考察 一
一 学期 ， 就学期 間 ， 就学率 を中心 と して 　　 」 （『早稲 田教育評論』11 − 1） は ，
玉松堂の 研究 を多方面 か ら追求 して きた 人 の 近作 で あ る 。 全体 に定説 を大 き く覆
す問題提起が あ る とは い えない が ， 広い 視野か ら手堅 くす っ き りとまた着実に 実
証 して い る点で 一 連の 前作 と ともに 貴重で ある 。
　女子 用往 来 の 研 究 で は ， 小 泉吉永 「居 初津 奈の 女用 文章」 （『江 戸期 お ん な考』
第 8号）が あ る 。 「近世 最初 の 女性啓蒙家」居初 （い そめ）津奈 に つ い て 現在分
か り得 る ほ とん ど全 て で あ ろ う。 熊沢 恵理 子 「沼津兵学校 に お ける 教育の 史的考
察　　 旧幕教 育機関の 制度改革　　 」 （早稲 田 大学大学 院文学研 究科紀要 ， 第
42輯 第 一分 冊） は ， 旧幕教育機 関 の 制度改革の 到達 点 を緻 密 に 見 定め る よ うと し
て い る 。 しか し ， 倉沢 剛氏 の 先行研 究 の 位置付 けが ない の が気 にな る 。 加藤 民 雄
『秋 田藩校　明徳館の 研 究』（秋 田 ・カ ッ パ ン プ ラ ン）は ， 著者が秋 田県教 育史 を
担 当 した 時の 反省 を もとに ， 資料発掘 と解読の 結果を ま とめ た もの で あ り， 多方
面か ら藩校及 び佐竹藩特有の 郷校 の 実態 に 迫っ て い る 。 佐川朋 「熊本藩校時習館
に おけ る 人材養成 一 居寮 制度 を中心 に 一 」（『B本の 教育史学』40） は ， 「居
寮生 之儀付控帳」「学校方格帳」 を使用 して ， 有名な時習館の 居寮制度の 変遷 を
追 っ て い る 。 が ， こ の 史料 自体の 説 明が ほ しい 。 また ， 引 用 されて い る福 田十郎
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右衛門の 伺書に は ， 「大身衆 ， 並 大 身衆 師弟壮 年之面 々 ， 居寮生 同様被仰付 …」
とあ り， 天保期特有 の 「封建反 動」 あるい は ， 身分制強化 の 政 策が 採られて い る
と思 えるが ， その 把 握が 曖昧 と思 う。 高橋敏 『家族 と子供の 江戸時代』（朝 日新
聞社）は ， や や 雑多な構成で ある が ， い つ もの よ うに 農村 の 地域分析の 上 に展 開
されて い る点で ， 教示 され る点が多い と思 う。 ただ し， 氏の 古くか らの 関心対象
で ある 「無文字文化」が ， なぜ 近代に な っ て 消滅する の か考察が処女作以 来深化
して い なよ うに思 う。 江森一郎 ・竹松幸香 「加 賀藩与九 中村豫卿の 学習 ・教 育環
境 と文化 サー クル ー 幕末の 天保 ， 嘉永年間を中心に　　 」 （『金沢大学教 育学
部紀要』人文科学編 ， 第45号） は ， 加賀藩で は ， 下級武士 を藩校 か ら排 除 した 天
保の 学制改革 を機 に私塾 が 盛ん に な っ た事 を推定 して い る 。
　昨年 は書誌 的成果 が 目立 っ た気 が す る 。 鈴 木俊幸 『近 世書籍研 究文献 目録』
（ぺ りかん 社） は ， 近 世 出版物 に 関す る 詳細 な 目録で ある 。 「こ の 文献 目録の 志向
す る とこ ろ は ， あ らゆ る 書籍 や 摺物 ， それ らを と りま くあ らゆ る現象， そ して 各
現象 間の 有機的 な関連 ， また ， 書籍 ・摺物が 介在する さまざまな文化現象 ， さ ら
に ， それ らの 史的展開 と史的展 開を促す諸要因すべ て を視野 に入れ た書籍 ・摺物
につ い て の 研究の 基盤作 りで ある 。 文学に偏 する の で もな く， か とい っ て歴 史学
におべ っ か を遣 うの で もな く， 科学史 ・教育史や 思想史な どを も含め た既成の 学
問体系 を， 『書籍』 と い う一事 で も っ て ， 自由 に往 還 し束 ね る事 が で きる 地 平 の
確立 で ある 。 」 と宣言 され て い る よ うに ， きわ め て 広い 視野か ら近世の 出版研 究
史が 探れ る 目録で あ り， 有益 だ。 こ うい う研 究 こ そ，科研 費の 割 り当て に ふ さわ
しい と思 う （実際 もらっ て い る）。 八 鍬友広は ， 「地方往来物の 編纂動向に 関す る
研究 ［1コ」（新潟大学教育学部紀要39 − 1）を書 い て い る 。 こ の段 階で は ， 『日本
教科書体系 ・往来編』を中心 に既 刊の 地方の 往 来物関係 目録や 地方教育史で 補 っ
た に 過 ぎない 。 しか し ， 近世 の 地 方 出版史が 各地で 明 らか に されつ つ あ る今 日 ，
往来物関係の 全国的動 向や実 態 はい ずれ 明 らか に すべ き課題で あ り， 今後の 進展
が 期待 され る 。 石 川松太郎 『往 来物 分類 目録 並 び に解 題 　第 三 集　教 訓 科 ［1 ］
実語教型 』 （謙堂文庫） は ， 第二 集か ら 4 年 9 か 月 目に刊行 され た 。 『日本教 科書
体系』の 時点で の 197点 に ， 更に288点 を加 えて い る 。 若杉哲夫 ， 濱田英夫 ， 小泉
吉永の 先行 目録 もと り入 れ た こ の 目録 は ， 今後 の 実語教研 究の 出発点 とな ろ う。
また ， 石 川松太郎監 修 ・小 泉吉永 『稀 覯本往 来物 集成』 （大 空社）が 完結 した 。
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『吉井始子寄贈 図書 目録　　 庭訓往 来 ・その 他 の往来物　　 』（東京家 政学 院大
学附属 図書館）は ， 同大学事務部長 を最後に長 逝 した吉井氏の 蔵書が寄贈され た
の を機会 につ く られ た 。 全 収録数 は ， 約700冊 。 また ， 竹松幸香 「近 世 金 沢 の 出
版」 （『地方史研 究』269） も，従 来手薄 だ っ た金 沢の 出版史 の概 要 を明 らか に し
た 。 中 ， 後期 に書肆 の 活動が ， 相対的 に他都市 に比 べ て 衰える金沢 で は ， まだ発
掘 の 余地 はあ る もの の ， こ の 時 期 に全 国的 に隆盛 とな る往 来物 の 出版 も少 ない 事
が 明 らか に されて い る 。 梅村佳代 は，往来物研究 に力 を入れ始 め 「大和地域 の 地
往来物 の 研 究」 （『奈良教育大学紀要 』46 − 1 ） 「本学所蔵 往 来物 の 研 究 （H ）」
（『奈良教 育大学教 育研究所 紀要 』第33号） 「本 学教 育資料館所蔵の 手習い 手本 類
につ い て 」 （『奈良教育史研 究』 3 号）な ど相 変わ らず活発 な研究 を続 けて い る 。
なお ， 今年に入 っ て か らの 事で あ る が イ ン ター ネ ッ ト上 （奈良教育大学教育資料
館 ， http：／／www ．nara − edu ．ac ．　jp／LIB／collection ／collection ．htm ）で も主要往来
物の 公開や解説の 世話を して い る 。 序で だが ， 往来物の イ ン ター ネ ッ ト上 の 画像
公 開は私 の 蔵書 の 一 部 を含 め ， 奈 良女子 大 ， 東京学 芸 大 な ど数 カ所 で 進 ん で い
る 。 奈良女子 大 の もの は特 に充実 して い る 。 謙堂文庫 で もホー ム ペ ー ジ を開 設 し
た。 （http；／／WWW ．　 geocities．co ．jp／Milkyway − Kaigan／3462／）将来的に は外
国所蔵の 稀本 との 比較 も可 能 とな り， 新 しい メ デ ィ ア を応用 した研究の 進展 が始
まろ う （ちなみ に ， 日本教育社会学会 は ， 1995年に ホ ー ム ペ ー ジ を立 ち上 げて い
る）。 なお ， 関 山邦 宏 ， 橋本昭彦 ， 高木靖文 『「升堂記」 （東京大 学史料編纂所所
蔵）翻刻 な らび に索 引』 （文部省科学研 究費補助金 ， 第一 次報告書） も出た 。 入
門者の 人名索引が 特 に便利 で ある 。
　〔3） 近　代
　稲 葉 継 雄 の 『旧 韓 末 「日語 学 校 」 の 研 究 』 （九 州大学 出版 会 ， 10．31） は ，
1910年 8 月の 韓国併合 直前 まで 盛 ん で あ っ た 「日語学校」の 実態 を実証的に明 ら
か に した 。 た だ し ， 資料的制約か ら ， 一 時期 ， 100余校 を数 えた とい う 「
一進会」
立 の 日語学校の 性格が つ か め ず， 今後の 課 題で あ る とある 。 地図に よる地理 的あ
るい は ， 時代 的分布図な どが ， 数箇所 挿入 され てい れ ば よか っ た 。 新谷恭明 『尋
常 中学校の 成立 』（九 州大学出版会 ， 12． 15）は ， 現在 の 福 岡県域 に お ける 明治
初年 か ら十年代の 中等教育機関 の 多様 な形 態 を丹念 に発掘 し， 実に多様 な展 開 を
現出 して い た事を再 現 してい る。 しか し， もっ と近 世 藩校史の 角度 か らも深 め て
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ほ しか っ た 。 小林千枝子 『教育 と自治の 心性史　　農村社会 にお け る教育
・文
化運動の 研究 一 』（藤原書店 ， 10．25） で は ， 啓明会におい て ， 「教育自治」が
提 唱 された の が ， 日本に お ける教育的 「自治」概念の 成立 で ある とし ， そ れ以前
の 官製 「自治」概 念や 以 後の 系譜 を追 求す る 。 そ して ， 最終 章で は ， 「『協働 自
治』の 語 を もちい て 自らの 実践 を意義づ けよ うとして い た」寒川道夫の 実践を
厂村落改革をめ ざした教育実践の 悲劇」 と位置付 け ， 寒川 が戦時体 制下 の村 の 現
実 に教育者と して ぎりぎりの と こ ろ まで 突 き詰め た もの の ， 「修 身教 育 的 に しか
対応で きなか っ た 」とする。 た だ し ， 公 民科の 説明 （401ペ
ー ジ）など後述 の 松
野 の 研究 と比べ る と問題 が あ る。 『日本教育史研究』16な どで 最近論争的問題 と
な っ て い る寒川道夫の 綴 方教育実践 の 質的評価の 問題 も ， 避 けて 通れない 。
　昨年 は ，教科研 に関す る大部な研 究が 同 じ出版社 か ら 2 冊 も登場 した 。
一 つ は
民 間教育資料研 究会編 『教育科学の 誕生 』 （大月書店 ， 1．24）で あ る 。 こ の 書
は ， 地方 の 支部で 活躍 した会員等の 聞 き書きや地方調査 の 結果 を ま とめた 体裁で
ある 。 こ うい う研 究を長年続ける エ ネル ギ
ー や財力 に 感心す るが ， 研究成果に は
若干の 疑 問を持つ 。 『教育学研究』64 −4 の 佐藤広美の 書評 に荷担 した い 。 そ の 佐
藤広美の 『総 力戦 体制 と教育科学
一 戦 前教 育科学研究会 に お け る 「教育改革
論」 の 研 究 一 』（大 月書店， 2 ．20） は ， 「教 科研 の 教育改革論は ， 戦前 の 教
育学の 『最良の 成果』 と評価 され ， 戦後教 育改革 の 理論的土 台 を準備 した とみ な
され て きた」 こ とに実証的に 反論す る書で あ り， 基本 的 に著者の 所説が正 しい 事
に ， 多 くの 人が 同意せ ざる を得 ない で あろ う。 た だ し ， 城戸 幡太郎 に して も ， 阿
部重孝 ， 留岡清男や宗像誠也 ， 宮原 誠
一 に して も， い ずれ も旧制 高校 を出て 東京
帝国大学文学部教育学科 に入 学 し ， 卒業 した人 々 で あ っ た事 も考慮すべ きで あ っ
た と思、う。
　渡邊洋 子 『近代 日本女 子社 会教 育成 立 史 一 処女会 の 全 国組織化 と指導思
想 一 』（明石書店） は ， 女性史の 立場 か ら従 来の 教育史研 究につ い て の 強い 批
判 を前提 に ， 精力的に 史料発掘 を進め て い る 。 また ， こ の 書で 「処女会」史 の輪
郭を提示 し た氏 は ， そ の 発展 として女子青年団史を次の 課題 と して い るが ， こ う
い う分野 の研 究は ， 政策史研究で は ， 見 えて こ ない と主張 して い るが ， そ う思 う。
　高橋和子 『高橋貞書簡 一 136通の 手紙が語 る 明治女子学生 の 生 活記録　　』
（イ ン パ ク ト出版 会）は， 二 十世紀初頭 の 東京女子 高等師範学校 の 実態 を知 る貴
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重 な史料で あ る 。 詳細 は ， 鐓 育学研 究』64− 4 の 水野真知子の 書評 を参照。 森 灘
輝紀 『大正 自由教育と経済恐慌 一 大衆化社会 と学校教育 一 』（三 元社）は ，
埼玉県下 をフ ィー ル ドに1920年代 の 社会 質的変化 に着 目し ， 検証 しよ うと して い
る。 寺畴昌男ほ か 『「文検」の 概究 一…一 文部省教員検定試験 と戦前教育学
一 』
（学文社〉は ， 戦懿の教 育学の 一側 藏 を考えるた めの 重要 な成果 と言 えよ う。 先
を超 された と思 う研究者 も多い だ ろ う。 『教育学研究』64 −4 の佐藤秀美の 書評 に
ほ とん ど同意す る 。 山住正 巳 『戦 争 と教 育』 （岩波書店）は ， 東京都 立 大学総 長
とい う多忙 ななか で ， 珍 しい 資料 を広 く紹介 し ， 読 みや すい 。 情報の 正確さに も
相 当気 を配 っ て い る。 しか し， テ ー マ に もっ と も関わ る はずの 戦時下 の 教育関係
者 の 評価の 記述が無い の が気に なる 。 福沢諭吉の 文章の 自筆判定につ い て の 記述
は， とか く評価が分か れる 福沢概究に は ， 重要な緕報で あ ろ う。 戸 田金
一 『国民
学校 一 一皇国の 道 一 』（吉川弘文堂） は ，秋田県植 田 国民 学校 の 学校文書を
もとに 秋田 の 生活つ づ り方教師の 実践 を交 え ， 具体 的に描 か れ て い る 。 しか し ，
後述 の 法 田照幸の よ うな観点 も考慮 L て ほ しか っ た 。
　松蜀 修 『近代 日本 の 公民教育 一一一教科書 の 中の 自鑓 ， 法 ， 競争 一 』 （名吉
屋大学出版会12．31）は ， 画期 的な研究で はなか ろ うか 。 詳論の 紙幅が ない の が
残念。 筆者 は ， 教 員養成課程 を卒業 し， 5 年の 小学校教 師の 経験 の の ち大学院入
学 とい う経歴 で あるが ， 戦後 の 教員養成大学か らこ の よ うな概究者が青 っ て い る
事実は ， 教育大学 ， 学部が苦境に 立 っ て い る今 日ゆ えに特 に頼 もしい もの を感 じ
る。 た だ し ， 明治 6年文部省の 『小学生徒心得』 （126ペ ー ジ）が ， 寺子屋 の 掟書
き と異質とす る例示 箇条は ， 寺子教 議書 などに 類似 文が よ くある もの で あ る。
　 田甫 （た ん ぼ）桂 三 『近代 日本教育の 構造』 （学 文社 2 ．20＞は ， 統計史料 を
駆使 し ， 社会経済や 地域 的相違 の 諸条件 も広 く視野 に入 れ た野 心的 著作で あ る 。
氏の この 方法論 に対す る 自信 は ， 「物の 価値が基本 的に金銭で 代替す る資本社会
に お い て は ， 全 て の 物 は質的内容 は捨象 され ，量 と して 耙握す る 事が可 能で あ
る 。」 （13ペ ー ジ〉とい う考え方に よ っ て い るが ， こ の 文章は 問題 が あ る 。 教 育活
動 はかな りの 部分 ， 本来的に量に は還元で きない 部分 を問題に して い る 。 教育研
究者に よ っ て こ うい う断言が 堂々 と され る時代が きた事 に 感概が ある 。 しか し ，
分析 方法論的評価は私の 能力外で あるが ， こ の 詳細 な統計結果 自体 は ， 今後大い
に 参考に なろ う。 宮沢恵理子 『建 国大学 と民族 協和 』（風 間書房）は ， 「歴 史の 中
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に埋 もれ た大学」満州帝国の 建 国大学 の 詳細 な発掘作業の 書で ある 。 戦 中戦 後の
キ イ ・パ ー ソ ン に しば しばこ の 大学の 関係者がい る事 もあ り， 関心 を持つ 研究者
は多か っ た と思 われ るが ，頼 りにな る基本文献がで きた。 小川正人 『近代ア イヌ
教育制度史研究』（北 海道大学 図書刊行会） は ， 最 近 の 『教育学研究』（65
− 2 ）
に駒込武の 詳 しい 紹介と書評 が あ る 。 水原克敏 『近代 日本 カ リキ ュ ラ ム 政策史研
究』 （風 間書房） は ， 戦前の 近代 カ リキ ュ ラ ム 政策史を通史的に考察す る 。 全 部
で A4 判約900ペ ー ジ定価24，700円の 大冊 で ある 。 氏 は研究業績に おける 「大鑑 巨
砲主義」の 代表の 一人 に み える 。 こ の 大著を精読はで きなか っ たが ， 社会背景 と
の 関連で カ リキ ュ ラム 政 策史が丹念に追わ れて お り， 今後 こ の 分野を研究する も
の に は必備の 書 とな ろ う。 現 在の 教科教育学 の 発展を期待 して い る の は ， 本筋 で
あろ う。 沖田行司 『ハ ワ イ 日系 移民の 教育史』（ミネル ヴ ァ 書房） は ， 私 は初め
は こ うい うテ ーマ そ の もの に 関心 が無か っ た 。 しか し，確か に異文化交流 が 「健
全 な朗 らか さ」で は ， 語 り得 ない 事 をハ ワ イ移民 の 教育史は 実証 して い る 。 近 代
日本の 「外延 」 を知 る機会 に な る 。 平 田諭治 『教育勅語関係史 の 研 究 』 （風 間書
房）は ， 『教育学研究』 （64 −4）の小野 雅章の 書評 に対 し ， 65−1 で ， 著者か らの
反論が あ るが ， 私 に判 定す る能力は ない 。 『定本 ・信 州の 学 び舎』 （郷土 出版社 ／
松本市） は ， 監修者 中村 一雄氏の 名前 と定価が高い （11，000円） の で ， 学術 書か
と思 い 購入 して しまっ た が ， 長野県各学校の 総覧的なもの で ， 研究 には ほ とん ど
役に立た ない 。 念の ため 。 森川潤 『ドイ ツ 文化の 移植基 va　一幕 末 ・明治初期 ドイ
ッ ・ヴ ィ ッ セ ン シ ャ フ トの 研 究』 （雄松 堂 出版会）は ， こ の 分野 で の 総合 的検討
には必 備 の 研 究 と言 えよう。
　米田俊彦編 『日本の 教育課題 7　近代 日本人 の 形成 と中等教 育』と小島弘道編
『日本 の 教育課題 7　学校 と親 ， 地域 』（東京法令） は ， そ れぞれ の テ ー マ にに関
わる史料集 と して 便利 と思 わ れ る 。 前者は ， 戦前 ， 戦後の 多様な中等学校の 回想
録 を時代順 に収録 して い る の が い い ア イデ ア か 。 真橋美智子 『現代 日本 に お ける
女子教育研究 の 動 向　　 1990年代前 半 を 中心 に　　 』付録 女子 教 育文献 目録
（大空社） も出た。 最新 の 女子 教 育史解題 目録で あろ う。
　 なお t 周知で あ ろ うが ， 『教育刷新委員会 ・教育刷 新審議会　会議録』 （岩波書
店）が刊行中で ある 。 『新修　森有禮全 集』 （文泉 堂書店）第
一 巻 も発行 された 。
旧版 の 三 巻本 を全 5巻 に再編 し ， 原則 として 新 資料 の 提供者の 解説つ きで 新資料
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を追加 して い る 。
　地方教育史 で は ， 私 は 未見 だが 『守 山市誌　教 育編』， 『山 形市教 育史』第 4
巻 ， 『北 海道教育史　資料測 （教育 行財政昭稲33− 58年〉第一 巻 な どが 出て い
る。
　大学史関係 で は ， 大学基準協会 『資料に み る大学基準協会五 十年の 歩み 』， 『東
京学芸大学百年史　東京美術学校編　第三 巻』，木村時夫 『わ が早稲 田大学 と 一
大畷 重信 とそ の 建学 精神 一 」等が 出版 され ， 『早稲 田大学百年史』総索引， 年
表が 出て 完結 した 。 また ， 東京大学史資料室 『東京大学 の 学徒動員学徒 出陣』な
ども出叛され た 。 ア ジア の 一員 と して の 日本の 将来を考 えれ ば ， 戦前か らの 大学
で は ， 戦前の 外国人留学生関係史料 を刊行する事 も重要で あ ろ う。 新制 国立大学
50周年を来年に控えい くつ か の 国立大学で 編纂準備が 進み ， 大学史紀要や学報，
ex ユ ー ズ レ ター類 が発行 され て きて い る。 ホ ー ム ペ ー ジ等 で 沿革史は もと よ り，
立 命館 大学の よ うに （GHQ 文書 目録等）， 貴重史料 を公開 して い る大学も増えて
い る 。 こ の 分野の 史料の 発掘 と整理 が 進 むで あ ろ う。
　なお ， 相変わ らず多い 基 本資料 の 復刻 に つ い て は ， 検討 を省略 した 。 計量 した
わ けで は ない が ， 史料復刻が もっ とも多 い 分野の 一 つ が 日本近代教育史分野 で あ
ろ う。 大先生 は推薦文霤 きで も多忙 と思 う （こ れ は ， 明 らか な皮肉）。 若い 研 究
者 を本質的な砺 究に 向ける ために も， 多少セ ー ブすべ きと思 うが い かが 。
3 ． 日本教育史 プロ パ ー で はない 研究者の著書
　菅野則子 「十七 ・十八 世紀の 『孝』につ い て 一 『官刻孝義録』に み る 一 一 」
（蹄 京曳学 』12＞は ， 孝義録 の 分析 か ら18世紀後半 以 降女性 の 結婚掘薈 を容認す
る傾 向が生 じてい る事を示唆 して い る 。 脇 田修 ・岸田知子 『懐徳堂 とその 人 び と』
（大阪大学戡版 会） は ， 懐徳堂の 伝統 も継承す る事に な っ た大 阪大学に よ る通史
的な準公式ガ イ ドブ ッ ク と言えるだろ う。 ただ し ， 教育や 通学者の 実態等 は ， 研
究が進 んで い ない 。 また ， そ の 事が 正 直に書か れ て い る 。
　松本純子 「近世の 子供 と老人 の 扶養 一一 奥州守山藩の 事例 か ら一 」（東北 史
学会 『歴史藍88＞は，卒論 をもとに した もの だが ， 視野の 広い 周到 な論 文で ある 。
近世社会 にお ける家族構成 の 問題点か ら， 子供の 社 会的地位を確定 して い る 。 渡
辺 信 「近世 後期 山形 の 学 習状 況 一 虜形城下 ・今 泉堂 を中心 に して 一 」 〈鋤
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形県立博物館研究報告』第19号）は ， 郷土 の寺子屋 の展示準備の 過程 を紹介 しつ
つ
， 資料 の 残存状況や評価を詳 し く行っ て い る。 こ こで 紹介 された絵馬や ， 渡辺
徳太郎 『寺子屋物語』などい くつ か の 資料は ， 『寺子屋 史料集成』（地 方で の 発掘
が進 ん で い るの で 是非実現 して ほ しい 。 ）な どの 企 画が あれ ば ， 収録 すべ きで あ
ろ う。 中野節子 『考 える女 たち 一 仮名草紙 か ら 「女大学」一 』 （大空社）は ，
近世前期 の女性史の 通史的研 究 と して 画期 的で あ ろ う。 こ の 書 は ， 「女大学」 を
家の 成立 との 関連で従来の 否定的な評価 か ら逆転させ てい る 。 また ， 女性世界 に
漢字を多用 させ る契機に なっ た事な どを証明 して い る 。 正 面か ら教 育を論 じて い
る わ けで は ない が ， 近代女 性 教 育史研 究者の 構想設定に も欠か せ ぬ 書で あろ う。
な お ， 『季刊　日本思想 史』 （No ．51）で は ， 「家訓」 を特集 した 。 純歴 史的 視角
か らの 砥 究が ほ とん どで ， 貴重 な資料発掘考証な どが ある が ， 徳田進の 先行研究
に誰も触れて い ない の は， 教育史学界の 影響力の 足 りな さ なの で あ ろ うか 。 た だ
し， 最近の 入江宏の研究 はよ く使われて い る。
　天 野郁夫 『教 育 と近代化 』 （玉川大学 出版会〉 は ， 著者 の 若 い 頃 の 四 論 文 を ま
とめ て 出版 した もの で あ る b 特 に ， 「工 業化 と技術 家養成」 は ， 勉 強 に な る 。 広
田 照 幸 『陸軍 将校 の 教育社 会 史　　 立 身出 世 と天 皇 制 一 』 （世 織 書 房 ）は ，
教 育学の 世界で は 珍 し く， 97年度の サ ン トリー学芸 賞を受賞 した 。 広 田 は ， 戦前
の 陸軍将校 に お い て も 「天皇制 が どれ だ け内面化 されて い た の か」疑 問を もち ，
立 身出世主 義が ， 天 皇制の 建て 前と共存 して い た事 を様 々 の 角度 か ら析出 した 。
こ うい う研究視角は最近の 国民国家論の 研究動向 に も連動 しよ う。 広 田が ， 建 て
前 さえもな くな っ た か に見 える現代 をどう考 える の か ， 今後の展 開を期待 したい 。
竹 内洋 『立 身出世 主 義　　 近代 日本 の ロ マ ン と欲望 一 』 （NHK ラ イブ ラ リー）
は ，立 身出世 主 義 を近代 日本 の 「観念 の ドラ マ 」 とい う観 点 か ら描 く。 女 子 の
「観念の ドラ マ 」が抜 けて い る の が 残 念で あ る。 副 田 義也 『教育勅語 の 社 会史
　　 ナ シ s ナ リズ ム の 創 出 と挫折 一 』 （有信堂高文社） は ， 福祉 問題 な どを中
心 に多 くの 著書を書い て い る社会学者の もの で ある 。 資料 的に は ， 本学会に極め
て 関係の 深い 海後宗臣や佐藤秀夫に多 くを負 っ て い る事が明言 され て い る 。 その
佐藤秀夫が ， 最近の 『教育学研 究』65 − 2 で 相変 らず元気の よい 批評 を行 っ て い
る 。 永嶺重敏 『雑誌 と読者の 近代』（日本 エ デ ィ タ ー ス ク ー ル 出版部）は ， 学生
や 教 師 ， 知識 人 ， 女性 ， の 出版 物 との か かわ り方 の 変 遷 ， 意味 を再 考 させ る貴重
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な成果 と言え よう。 た とえば ， 各地 の 図書館 で の 音読禁止規 定を詳細 に抽 出 し ，
学校寄宿舎 で の 音読禁止規定や ， そ の 実態 も詳細に調べ あ げて い る 。 明治20年の
山口 高等中学校や ， 明治35年第四高等学校時習寮で は ， 音読室 まで あ っ た事 は驚
きで あろ う。 金原左 門 『福沢諭吉 と福住正兄』（吉川弘文館） は ， 西 欧の 近代経
済 と文明をモ デ ル とす る 日本の 「近代化」につ い て ， 「土着」 一 「伝 統」 「ナシ ョ
ナ ル なもの 」 との 関連 を検討する とい う問題関心か ら ， 福沢 と二 宮尊徳の 高弟 ・
福住正兄 の 「意外 な近 さ」 を具体的に 追求 して い る 。
　　お わ りに
　私は ， 姜尚中が 「フ ー コ ー もギデ ン ス も考えて い ただ ろ うとい うよ うに」 と前
置 きしつ つ ， 「近代社会 で は ， … 『統制 ・管理 の 弁証法』の 果て しな い 動 きの な
か で 知 と権力 の ダイ ア グ ラ ム の 裂け 目の 瞬間を見つ けだ し ， そ こ に 戦略的な足場
を築 くこ と しか 可 能性が無 い 」 （姜尚中 『オ リエ ン タ リズ ム の 彼方へ 』79P， 岩波
書店） とい う状況下 に今の 日本が ある事 を認め ざる を得 ない だ ろ うと思 う。 しか
し，残念 なが ら ， その 「戦略的足 場」 の 見 通 しさ え立 たず に ， 目前 の 現実 的 目標
や ，
一 時の ノ ル マ の 消化 や ， 考証 や趣 味や利益 や に追 われ た り逃避 した りせ ざる
を得 な い の が ， 私 を含め て現代 の 大 部分 の 研 究者 の 現 状 と思 う 。 そ れ に して も ，
「細緻 を競 う」だ けの後ろ 向きなもの で は な く， 発展性 ・可 能性 に富 む研究が ， こ
の 分野 で は 乏 しい とい う感想 を拭い 得 ない 。 しか し ， 「ミ ネル バ の 梟は ， 闇夜に
飛び立 つ 」 とい う西 欧の 諺もある。 私 の 印象が 誤解で あ り， 教育史の 世界で 梟が
すで に飛 び立 っ て い る事 を願わ ざる を得 ない 。 （最近の 「ニ ュ ー ス ヒ ス トリー近
代 日本」 （吉川 弘文館 ）全二 十巻 の 構成予 告や既 刊分 をみ る と教 育関係の もの が
多い 。 若い 世代 の 活躍が期待で きるの か もしれ ない 。 他方で ， 反 対の 危惧 もあ る 。
こ の 原 稿の 最終校正 を行 っ て い る私 の 手許 に ， 朝 日新聞98年 7 月29日付 け，社会
経済学者の 松原 隆一郎 に よる 「自己決定権」 とい う極め て 重要 な論評が あ る。 現
代 の 教育論の 根底 にあるべ き生徒 の 価値基準につ い て の 現場教 師の 川上亮一 指摘
か ら書 き起 こ して い るが ， 教育学者や教育史学者の 研究へ の 言及が全 くない 。 こ
の よ うに教育問題や それ に 近接する 問題につ い て も，
一般論壇 に教育学 関係者が
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無視 され る現象 は 日常 的で あ り， 切 歯扼腕す る気 もない 学会人が多い とすれ ば ，
教育学部大縮小論が横行 して もや む を得 ない と考える の は ， 私 だけだろ うか 。 今
現在 直ち に相手 に され るべ きだ と言 っ て い る の で はない 。 少な くと も， 将来相手
に され る よ うな研究遺産 を今現在着実に 築 き上 げつ つ ある の か どうか を問題 に し
て い るの で あ る 。 ）
　 なお ， 本稿 で は地 方教 育史 ， 学校史 （沿革史〉， 教科教育史 ， 障害児教育史等
につ い て は， 一 部を除 き基本的に取 り上 げなか っ た 。 それぞ れの 分野 で の そ れな
りの 研 究総括が あ る と思 われ る し ， 第一 ， 私がそ れ らまで 読ん で 評価す る余裕 と
能力 を欠 い る 。 （それ で 良い とは思 っ て は い ない ）そ れ に して も業績 数 が多す ぎ
る 。 また ， 「大艦 巨砲」主 義が横 行 しす ぎて い ない か 。 最近 の 大学 政 策 で ，若 い
研 究者 の 博士号取得が準義務的な状況 に な り， や た らに詳細 な研 究が蔓延 す る傾
向が 出て い る。 詳 しく論 じる紙幅がない が， 論文 は簡潔明快に ， 重要な史実や論
理 を指摘すれ ばそ れで足 りる場合が多い と私は考える 。 最近学士 院恩賜賞を もら
っ た文系の 大先生か ら， 受賞対象の 傾向を個人 的に伺 う機会が あ っ た 。 こ の 世界
は明 らか に大艦 巨砲主義で あ る 。 学士 院賞 を 目指すな らそれ もよか ろ う。 しか し，
取 りやす くな っ た最近 の 博士 号 くらい ， 内容が 引 き締 まっ て い れ ば原稿用 紙200
枚程度 で も認め るべ きで ある 。 大体 ， 大 抵 の テ ー マ は ， そ の 位 で 十 分論 じ切 れ よ
う。 無駄 な努力 に若 い 人 の エ ネル ギ ー を擦 り減 ら させ るべ きで ない 。 （大艦 巨砲
をすべ て な くせ と言 っ て い る わ けで は ない 。） また ， 中央の 有名人が 同傾 向の 啓
蒙書 を繰 り返 し出版 した りす る の は ， 出版公 害で は なか ろ うか と思 う。 最後 に ，
敢 えて 憎 まれ 口 を言わせ て い ただい た 。
　 本稿 の ための 対象文献調査 に あた っ て は ， 金沢大学総合図書館 ， 謙堂文庫 （「日
本 教 育史学会例 会 ご案 内　付録 目録 」）， 学 術 情報 セ ン タ ー ， 季 刊 書 誌 ナ ビ （CD
ロ ム版，98年第 2季号） に お世話 に な っ た 。 手違 い で ， 一 部重要 と思 われ る研 究
をみ る こ とがで きず取 り上 げ得 なか っ た 。 お詫び したい 。 近代教育史の モ ノ グラ
フ に い た っ て は ， 無視 した 同然で あ る 。 御寛恕願 い た い 。 こ の 役 目を今 回引 き受
けて み て ， 近代関係 の モ ノ グ ラ フ に ふ れ ない 事 に して も， 予 想通 り大変だ っ た 。
ある会員が 2年 に 一度 に し ， ペ ー ジ数を倍加すれ ば 良い と言 っ て い たが ， こ れ も
一案 で ある 。 その 場合は ， 近代 ， 前近代 の 担 当者 を分 け るの も一案か と思 う。
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